
施策分野 ２　本県の教育の課題に応じた教育のあり方

２－３　いじめや不登校など生徒指導上の諸課題への取組の徹底

現状と課題

平成２９年度の取組状況の評価

○暴力行為の発生件数は、小・中学校では全国平均を下回っているが、高等学校では全国平均をやや上回っている。

○不登校児童生徒数は、小・中学校では全国平均を下回っているが、高等学校では全国平均をやや上回っている。
○いじめの認知件数は、小・中学校では全国平均を下回っているが、高等学校では全国平均を上回っている。

○自尊感情に関する質問（自分にはよいところがあると思う）に肯定的に回答した児童生徒の割合は、小・中学校とも全

国平均より低くなっている。
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主な取組（平成２７年度～平成２９年度）

平成２８年度平成２７年度上段：取組名　下段：取組内容 平成２９年度

いじめの問題における実態調査 いじめの認知件数(件)

いじめの認知件数等を調査する。（目標値：認知件数の増加（前年度比）） 4,242 2,503 －

大学生等による不登校児童生徒支援
上段：派遣校の不登校児童生徒数（人）

下段：派遣校数（校）

いじめや不登校の未然防止・早期対応のため、心理学等を学ぶ大学生ボランティアを、小学
校を中心に30校へ派遣する。（帝塚山大学提案事業）（目標値：派遣校の不登校児童生徒数
減少（前年度比））

－
65
25

212
51

人権教育の推進
上段：研修参加者の満足度(%)
下段：年間学校訪問回数(回)

「人権教育の推進についての基本方針」及び「人権教育推進プラン」の具現化に向けた各種研
修会を実施するとともに、学校訪問を通じて指導助言を行う。（目標値：研修参加者の満足度
90%以上、年間学校訪問回数60回以上）※満足度は学校教育のみの値

93.8
62

95.0
52

94.6
57

いのちの教育実践研究発表会 フェスティバル参加者の満足度(%)

うだ・アニマルパークにおける動物との触れ合いを生かした「いのち」に関する学習を核に、生
命を尊重する心を育てる実践的な研究を行い、その成果等をうだ・アニマルパークにおける
フェスティバルにおいて発表する。（目標値：フェスティバル参加者の満足度90%以上）

99.0 99.0 100

教員の資質能力の向上 研修参加者の満足度(%)

県教育委員会主催の各種研修講座等及び各校の校内研修において、実践事例を基に教職員
の生徒指導・教育相談等に関わる資質向上を図る。（目標値：研修参加者の満足度90%以上）

98.5 97.6 100

電話教育相談及び来所教育相談の実施
電話教育相談、来所教育相談の

合計件数(件)

児童生徒や保護者に対し悩みや不安を取り除き、学校・社会生活に適応できるよう心のケア
や支援を行うとともに、教員や学校に対し児童生徒の適応に向けての支援を行う。（目標値：
電話教育相談、来所教育相談の合計件数2,100件以上）

2,140 2,566 3,226

メール相談窓口の開設 相談件数(件)

中・高校生の悩みに関するメール相談窓口「悩み　なら　メール」を開設し、相談に応じる。（目
標値：相談100件以上）

84 50 69

生徒指導アドバイザーによる学校支援 訪問回数(回)

教員OB等が各学校を訪問し、生徒指導体制の構築等を支援する。（目標値：訪問回数300回
以上）

729 321 264

生活支援アドバイザーの派遣
上段：相談件数(件)

下段：巡回指導小学校数(校)

家庭や地域等、子どもが様々な課題や困難等を複合的に抱えているケースについて、福祉の
視点をもって関係機関とも連携しながら、幅広く支援を行う社会福祉士や精神保健福祉士の
資格を有する者を配置し、学校、市町村への支援も行う。（目標値：相談件数100件、定期的な
巡回指導小学校70校）

－
154
31

1367
78

学校の教育相談を推進するコーディネータ－の資質向上 研修参加者の満足度(%)

学校教育相談コーディネーターの研修を実施し、コーディネーターの資質向上を図ることによ
り、学校教育相談体制の充実を目指す。（目標値：研修参加者の満足度90%以上）

99.7 100 100

学校・地域パートナーシップ事業（幼・小・中） 実施箇所（箇所）

学校と保護者・地域が協働することにより、規範意識や社会性等、子どもたちの課題解決を図
るとともに、園・学校をベースとした地域コミュニティを構築し、地域の教育力の向上を図る。
（目標値：実施箇所数300箇所）

283 295
293

学校減により
実質は増

不登校に悩む保護者や教育関係者等による集会を開催 参加人数(人)

年１回、不登校の子どもをもつ保護者や教員等が集い、情報交換と専門家からの助言を受け
るとともに、保護者相互のネットワークを構築する機会を提供する。（目標値：参加人数100名
以上）

97 113 77

「奈良県読み物資料」の活用 授業や研修での活用率(%)

いじめを許さない心情や態度を育むことに資する読み物資料を道徳の授業で活用できるよう
研修を実施し、道徳教育の一層の推進・充実に役立てる。（目標値：小・中学校における授業
や研修での活用率50%以上）

58.7 55.5 42.5

人権教育学習資料集「なかまとともに」の活用促進 活用率(%)
上段：小学校　中段：中学校　下段：高等学校

各種研修や学校訪問等を通じて、学校の人権学習における「なかまとともに」の活用促進を図
る。（目標値：小学校90%以上、中学校60%以上、高校は調査を実施）

－
82.3
39.3
－

89.1
43.7
42.0

新・県立学校による地域との協働推進事業 延べ参加生徒数（人）

生徒が主体的に企画した地域や地元企業等と協働する取組を支援する。（目標値：延べ参加
生徒数を調査）

－ － 9,591
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各種研修や学校訪問等を通じて、学校の人権学習における「なかまとともに」の活用促進を図る。

小学校90%以上、中学校及び高等学校60%以上

家庭や地域等、子どもが様々な課題や困難等を複合的に抱えているケースについて、福祉の視点をもって関係機関とも連携しながら、幅
広く支援を行う社会福祉士や精神保健福祉士の資格を有する者を配置し、学校、市町村への支援も行う。

取組の成果と課題

評価

生活支援アドバイザーの派遣

今後の主な取組より (平成３０年度)

人権教育学習資料集「なかまとともに」の活用促進

○暴力行為の発生件数は、５年連続して全国平均を下回った。人的支援や校内研修の実施を積極的に推奨し、教職員の指導力の向
上を図ってきたことが減少につながっていると考えられる。
○いじめ対策に関する教職員間の共通理解、児童生徒・保護者等への周知等によるいじめ防止対策推進法の定義に基づく積極的な
いじめ認知を、更に推進する必要がある。
○教育相談の視点を取り入れた生徒指導を推進することが重要である。

延べ相談件数1,000件以上

上段：取組名　　中段：事業・取組内容　　下段：平成３０年度指標・目標値

○小・中学校での不登校児童生徒への対策として早期の対応が重要となることから、スクールカウンセラーの配置や教職員の対応能
力の向上等、教育相談体制の更なる充実が必要である。スクールソーシャルワーカー・生活支援アドバイザーの派遣を今後も推進し
ていく。
○いじめの対応には早期発見・早期対応が重要となることから、学校におけるより丁寧ないじめの認知が重要となる。また、いじめの
再発防止を図るために、今後も未然防止や早期発見・早期対応につながる教職員の対応能力向上や教育相談体制の更なる充実が
必要である。

県立高校生による社会参加活動の実施 延べ実施件数（件）

奉仕活動や地域との交流活動等への自主的・積極的な社会参加を通して、高校生に自らの在
り方、生き方等を考えさせ、社会の一員として周囲の人々を思いやる心の醸成に努める。（目
標値：延べ実施件数 1,000件以上）

1,253 1,369 1,371

延べ参加人数(人)

県内各高等学校等の生徒会活動等の活性化を図るとともに、ボランティア活動等の社会参加
活動を実施する。（目標値：清掃活動強調月間(10月)、あいさつ強調月間(１月)の延べ参加人
数の増加(前年度比））

10,114 10,686 10,841

スクールカウンセラー等の配置

教員の資質能力の向上

県教育委員会主催の各種研修講座等及び各校の校内研修において、実践事例を基に教職員の生徒指導・教育相談等に関わる資質向
上を図る。

研修参加者の満足度90%以上

奈良県高等学校生徒会連絡会

全ての公立中学校及び高等学校にスクールカウンセラーを配置し、学校の教育相談体制の強化・充実を図る。

＊　＊　＊

学校・警察連携制度

学校と警察が密に連携・協力することにより、児童生徒の安全確保、非行や問題行動及び犯罪被害の防止を図るため、協定を適切に運
用する。

＊　＊　＊

県立学校による地域との協働推進事業

生徒が主体的に企画した地域や地元企業等と協働する取組を支援する。

延べ参加生徒数の増加（昨年度比）
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